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＊再校をとることもある。�

校正の流れ（単行本の例）
●組版校正
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Acrobatを使えば、PDFのドキュメント上に「ノ
ート」を付けてコメントを書き込んだり、必要な
部分をハイライト表示にさせたり、鉛筆ツールで
印を書き込んだりなどの校正ができる。
これに、整理の終わった原稿を添付して返信する。

InDesignはダイレクトにPDF
ファイルへの書き出しができ
る。書き出しは、通常に保存す
るのとほとんど変わらない。

デザイナーがダミー原稿で
レイアウトラフを作成する。

PDFに書き出すことによって、
データは軽くなる。画像ファイ
ルを添付する必要がないので、
メールに添付して送信できる。

PDFファイルに書き出す。

校正する。

「注釈」のスペースに電子書名を
すれば、だれが校正したかがわか
る。これらの「注釈」にはセキュ
リティをかけることができ、他の
人が書き直したりできないような
設定をすれば安心。

PDFはDTPデータよりもかなり軽いので、ネット送信に
よる入稿が可能だ。できあがったDTPデータをPDFに
変換して印刷会社に送信すれば、そのままデータ入稿と
なる。ブロードバンドで送受信ができるようになれば、
大量のデータも素早く送信できるようになる。

PDFの校正を、DTPデータに反映させ
ながら、ドキュメントを完成させる。

DTPデータをPDFに書き出して利用するこ
とで、校正のやり取りにかかる時間やプリ
ントアウトの手間が省ける。
ネットで送信すれば、効率的・経済的であ
るとともに、県外や海外のスタッフとも瞬
時にやり取りができる。
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デジタル校正（PDFの例）

●PDFを使った校正の大まかな流れ
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校正記号
校正には校正用の記号を使う。記号は、原則として規定のJIS記号を用いる。片仮名を多
用するのは、校正の指示と修正文字とを区別するため。見やすく書くために独特の書き
方をするので、赤字直しをするにあたっては、記号の意味するところをよく把握する必
要がある。
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